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火鉢は上部を開口した容器で、内部に灰を入れて炭

火を置くような作りになっています。熱源の上に鍋・

釜などを置いて使用するための装置がついたものもあ

り、加熱調理器具としての機能も備えていたようです。

熱源も無駄にせず、大切に扱っていたのですね。上越

市木
き

田
だ

遺跡（平安時代・中世・近世）からは近世の火

鉢が出土しています。底部四隅にかぎ型の脚が付く瓦

器の火鉢で、畳を焦がさないために、このような脚を

付ける工夫をしていたようです。同じく上越市高
たか

田
だ

城
じょう

下
か

鍋
なべ

屋
や

町
まち

遺跡（近世）からは日常生活に用いられた近

世陶磁器類がたくさん出土している中、火鉢と、家屋を模した手あぶりの蓋が出土しています。これらはセッ

トになると考えられます。蓋の内面の天井部にはススが厚く付着しており、火鉢にこの蓋を被せて暖を採って

いた様子が目に浮かびます。

埋文コラム「発掘から見えてきた暖房具の歴史」

火
ひ

鉢
ばち

・手あぶり

保温性の高い石類を火鉢などで

熱し、その余熱を利用し懐を暖め

ていました。炭火などの熱源を内

部に持っている懐炉が発明される

以前はこのような温石が広く利用

されていました。木田遺跡の18世

紀後半から19世紀前半代の層から

は、滑石を方形もしくは長方形の

板状に加工したものが出土しており、温石ではないかとされています。また、今年度調査が行われた板倉町仲

田遺跡（中世）からは、温石を硯に転用した遺物が出土しています。現在は携帯用の硯の形をなしていますが、

小さな穴が穿たれています。温石として使用していた当時は、火箸をこの穴に引っかけ、容易に取り扱うこと

ができたでしょう。 （今野明子）
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木田遺跡出土の滑石製の温石

出土した火鉢（奥の二つ）と手あぶりの蓋（手前）

火鉢類・焜
こん

炉
ろ

類の熱源、煙草の着火に使う火入れ・

香を聞くための香
こう

炉
ろ

の火種としては、炭火が利用され

ることが多かったようです。これら炭火を扱う道具と

して、上記高田城下鍋屋町遺跡からは火箸が出土して

います。この鉄製の箸は全長23cmあまりで、これを用

いて炭火を取り扱っていたと思われます。また、密閉

することができる蓋の付いた近世の壷が、新津市江
え

内
うち

遺跡（奈良・平安時代・中近世）から出土しています。

これは火消壷と呼ばれるものです。熱が弱くなった炭

火をこの壷に入れて蓋をすることにより、酸素供給が

遮断され、炭火を消すことができます。
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布に包んで使用したと

思われます


